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中野区立中学校の教育環境及び施設・設備の改善に関する要望

日頃より、中野区立中学校ＰＴＡ連合会の活動に対しましてご理解とご協力を賜り誠にあり
がとうございます。
さて、昨年来、世界は新型コロナウイルスのパンデミックにより様々な制約を受けながらの社
会活動を余儀なくされ、そのことは子どもたちが多くの時間を過ごす学校でも同様であります。
本来であればできることも、今はひたすら我慢をしなければならず、今しかできない貴重な時間
が奪われております。
しかし、そのような中ではありますが、ＧＩＧＡスクール構想の前倒し等、区と教育委員会よ
り強力なバックアップを頂戴しながら、学びの継続を図り、その他の学校行事も創意工夫を凝ら
して行っていただいておりますことに心より感謝申し上げます。
私たちの活動の原点は、何と言っても「子どもたちの笑顔」であります。今はマスク姿であり、
学校へもなかなかお邪魔できないため、子どもたちの笑顔と成長をじかに見ることが減りまし
たが、関係各位の皆様のたゆまないご努力により、日々成長と進化を遂げていることは間違いな
いことだと確信しております。
連合会では「一校の問題は中野区立中学校の問題として共に考え学び行動する」ことをスロー
ガンに掲げ、長年活動してまいりました。区における中学校の学校再編計画は表面上終了し、今
年度より９校での活動となります。少なくなったことと、このコロナ禍だからこそ本会のスロー
ガンがこれから本当の意味を成すのだと思います。また、良い中学校をつくるには良い小学校づ
くりが欠かせません。これまでも小学校PTA連合会と連携してまいりましたが、その必要性はさ
らに増しております。このような時代を乗り越えるためには「一校の問題は中野区立小中学校全
校の問題」として共に力を合わせる必要があります。そして、これまで以上に行政との連携が求
められると存じます。
今年度もどこまでの活動が許容されるのかは正直分かりませんが、子どもたちと先生方のた

めに立ち止まることなくトライすることを続け、最後まであきらめない、そして、言いたいこと
を言うのではなく「言うべきことを言い」、やりたいことだけをやるのではなく「やるべきこと
をやる」という信念の下に本要望書を提出させていただきますので、これまで以上に私どもの意
を最大限酌んでいただき、「子どもたちの笑顔」を一緒につくり、守っていただけますよう心よ
りお願い申し上げます。
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〔１〕生徒の安全・安心について
1．統一要望
＜統一要望１＞ＩＣＴについて
おかげさまをもちまして、中野区立小中学校施設整備計画案（平成29年10月一部改正）に基
づき、今春、遂に各校生徒に１台ずつｉＰａｄが配布されましたこと、まず御礼申し上げます。 
一方で導入されて数か月がたち、様々な利用環境の整備の必要性も浮かび上がってきており

ます。無線ＬＡＮアクセスポイントが足りず、回線も細いため、同時にインターネットを使う人
数は一クラス分が限度となっています。また、校内でもアクセスできる場所がまだ限定的で、体
育館や校庭などでは全く電波が繋がらない学校もあります。
また、指導用タブレットＰＣの数が正規職員数分しかなく、非正規職員分のタブレットＰＣが
ないため、授業を担当する際のワークシートの作成などに影響し、子どもたちへの指導に支障が
出ております。
一番の悩みは、不具合に対応できるプロフェッショナルな人材が常時在校しているわけでは

ないことです。トラブルや不具合が起きると様々な作業が滞るため、せっかく整備していただい
た環境が十分に活用できず、現場が混乱することもあります。
時代と共に新たな教育方法やコミュニケーションのあり方を模索する中、教育現場における

ＩＣＴ環境の整備は、昨年より続く新型コロナウイルスの感染症対策の一環でもあることから
一気に加速しました。
とはいえ、この環境整備は感染症対策としての時限的なものでなく、もとより様々な事情によ
り勉強をしたくてもなかなか登校できない生徒にとっても活用が大きく期待されるものであり、
ＩＣＴの重要性や活用方法については、今後も恒常的に検討、改善していく必要があると考えま
す。全ての子どもたちの学びを保障できる環境を早急に実現するために、ＧＩＧＡスクール構想
の校内無線ＬＡＮ（ＡＰ）増設や校内高速ＬＡＮ、安定した高速インターネット接続、大容量サ
ーバー等の環境整備も必要不可欠であり、早々に整備すべきです。
また、現状ではハード面で大きく改善して頂いたＩＣＴ環境をより一層良いものとするため、
学校からのソフト面での相談や支援、改善などを行う区の担当部署並びに専門的知識を持つ担
当者の設置を求めます。
学校教育現場は思った以上に切迫しています。ＩＣＴ支援員派遣や教育ツール開発、教員のＩ
ＣＴを利用した教育研修などに着手する必要があります。子育て推進を掲げている中野区に住
む子どもたちにより一層効果的な教育を推進していくためには、こうした分野への専門業者へ
の委託を検討の際に、価格重視の競争入札方式ではなく、より専門性と信頼性を重視したプロポ
ーザル方式を採用すべきであると考えております。
限りある教育予算を投下し、せっかく整えていただいたＩＣＴ環境を無駄にせず、教育効果を
最大限に高めるために、以下の対策を講じることを強く要望します。
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◇電子黒板や大型モニター等の増設を図ること。（特別教室含む）
◇ソフト、ハードの補助が可能かつ教育にも一定の見識があるＩＣＴ支援人材の確保と、派
遣日数の増加を図ること。

◇校内高速ＬＡＮ、大容量サーバーの環境整備と各学校の無線ＬＡＮアクセスポイント、校
外インターネット接続のより一層の充実を図ること。

◇正規職員だけでなく、その補助業務に従事する臨時職員にも指導用タブレットＰＣを貸与
し、指導業務が滞りなく行われるよう環境整備をすること。

◇デジタル教科書の導入とリモート授業が行えるICTを活用したカリキュラムの構築を図
ること。

◇教員に対して、ＩＣＴを利用した教育を学ぶ機会を設けること。
◇業者委託する際は、教育の特性に鑑みて、競争入札方式ではなく、より専門性を維持する
ために業者選定委員会を開催するなどし、プロポーザル方式で選定をすること。

◇効果的な学習に繋げるために必要な施策やハード面での支援などを現場と連絡を密にし、
一層の改善に繋げるため区の担当者、担当部局の設置をすること。

＜統一要望２＞施設整備について（学校間の環境面の格差是正）
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、公立中学校においてもしっかりとした感染対

策が求められるところです。しかし、それが全てではなく、生徒の安全・安心に関わる問題が発
生しています。また、特に再編しない学校施設の老朽化が顕著となり、学校間における環境面の
格差が大きく開いています。
第１に、給食施設・設備です。昨年度に区内の小学校において給食を原因とする食中毒事案が
発生いたしました。また、今年度には区内の中学校において給食の中に「異物」が混入していた
事案が数件続いたと聞き及んでいます。安全であって当然であるべき学校給食において、立て続
けにこのような問題が起きてしまっており、私たち保護者は学校給食の事業に対し、とても不安
な気持ちを持っています。
給食事業者の選定方法の見直しや、調理従事者への衛生教育、東京都から派遣された栄養士と
区から各校へ配置された栄養士の相互交流を図り給食の質を上げること、老朽化した給食調理
施設・設備と調理器具の刷新等をお願いいたします。直ちに区内各校の給食調理施設・設備と調
理器具の現況の再点検を行い、必要であれば改修・刷新する必要があると考えます。学校給食に
おける「食の安全」を確保し、区内の公立学校に子どもを通わせる保護者からの信頼回復をしな
ければならないと思います。
第２に、空調設備及び網戸です。平成29年度より「体育館・特別教室の熱中症対策について」
の要望を提出させていただきました。おかげさまで各校体育館の耐震化工事に合わせ、空調設備
の設置も終了し、生徒はもちろん教職員、学校施設を利用する地域の方々より感謝の声を聞くこ
とができております。屋根や壁面へ反射塗料を塗布するなどの対策も導入していただき、併せて
ありがとうございます。
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一方で、特別教室等（空き教室）への空調設備の設置については未整備の学校があります。今
回の新型コロナウイルスにより、各学校では密集を防ぐために特別教室を複数使用するなどし、
教職員の創意工夫により感染対策を行っています。今後も特別教室等（空き教室）も有効活用し
密集を防ぐ努力が求められます。令和２年度には２つ目の部屋（第２教室）への設置を完了させ
る予定で取り組んでいただいておりますが、熱中症対策や新型コロナウイルスの感染予防対策
として特別教室（空き教室）等への空調設備の設置は急務であります。各学校との意見交換を十
分に行い、必要であれば空き教室も含め全ての部屋に空調設備を設置し、一日の大半を学校で過
ごす生徒・教職員の熱中症や新型コロナウイルス感染症の感染リスクを最大限に排除し、また、
働き方改革の一助となって、肉体的かつ精神的な負担軽減を図るべきであると考えます。
一方で、マイクロを含む飛沫感染から生徒及び教職員の身を守るためには、気候上可能な限り
常時換気を徹底することとしております。それは、広く天井の高い体育館であっても換気は必要
とされ、エアコンを使用している教室でも、エアコンは単に空気を循環しているだけであるため、
外気を取り込む換気が必要とされております。しかしながら、昆虫や害虫などの生物が息づく季
節においては、窓の開閉によりそれらが教室内へ侵入することが常であります。学校の立地条件
によって事情は異なりますが、虫の種類によってはデング熱やアナフィラキーショックを引き
起こす可能性もあり、特に基礎疾患のある生徒が通う特別支援学級・特別支援教室においては、
コロナ禍を問わず、そもそもの死活問題であると言えます。安心して外気を入れ込むためにも必
要とされる各教室への網戸の設置が急務であると考えます。
最後に、誰でもトイレ（バリアフリートイレ）です。平成28年４月に施行された障害者差別
解消法は、「全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を
尊重し合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを
目的」としたものであります。令和３年度に中野区立中学校の全校に特別支援教室の設置が完了
し、区内の全中学校において巡回指導が開始されることとなり、多様性の認容と共生社会の実現
に向けた教育施策の計画推進をしていただいているところです。誰でもトイレ（バリアフリート
イレ）は既に設置されていたり、設置の予定をしていただいてはいますが、該当生徒の性別に合
わせた男女どちらかのトイレだけであったり、トイレの一番奥に設置されていたりと、特に築年
数の古い校舎に設置された誰でもトイレの利便性がいいとは言えません。性的マイノリティへ
の対応や、普通学級でも先天性の障害、不慮の事故やけが等による肢体不自由で車椅子の使用を
余儀なくされるケースも考えられます。今後も公立学校として、災害時の避難所・拠点としての
最低限の設備を整備するというだけでなく、そうしたニーズに対してより積極的に応えていく
必要性があると考えます。
今後、中野区ユニバーサルデザイン推進条例に基づき、学校施設にも既存の設備を縮小するこ
となく、障がいの有無、性別、年齢などにかかわらず、また、場所・時間帯などにも制限されず
に利用可能な誰でもトイレ（バリアフリートイレ）を早期に設置していただき、設置済みであっ
ても使い勝手の悪い誰でもトイレについては積極的に改修工事を行うべきであると考えます。
以上の３点については特に優先して改修するべきと考え強く要望します。
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◇再編予定のない学校施設の老朽化が顕著となり、学校間の環境面の格差が大きくなってい
る。各学校との意見交換を十分に行い、生徒の安心・安全に関わる事案については積極的
に改修を行うこと。

◇給食事業者の選定方法を見直すとともに、定期的に調理従事者への衛生教育を行い、東京
都から派遣された栄養士と区から各校へ配置された栄養士の相互交流を図り、給食の質を
上げること。直ちに区内各校の給食調理施設・設備と調理器具の現況の再点検を行い、各
学校との意見交換を十分に行い、老朽化した給食調理施設・設備と調理器具の刷新するこ
と。

◇特別教室への空調設備の設置を確実に行うとともに、新型コロナウイルス対策の一環とし
て空き教室の使用頻度が高まっているため、各学校との意見交換を十分に行い、必要な箇
所に空調設備の設置を図ること。

◇少ない投資で最大限の効果があるので、必要な箇所への網戸の設置を早急に図ること。
◇区内９校への誰でもトイレ（バリアフリートイレ）の設置・改修に向けた現状の問題と課
題の把握・検討を速やかに行い、各学校との意見交換を十分に行って、早期の設置・改修
を図ること。

＜統一要望3＞ 災害・生徒への安全対策について
中野区ホームページでは、東京湾北部地震（M7.3）による被害が最も大きくなると考えら
れており、これら被害想定を参考にしつつも、想定を上限ととらえるのではなく、想定外の事
態への備えについても適切に対応策を講じていく必要があると提言されています。
実際に震災が起こった場合、想像以上の混乱および被害が見込まれます。また、中野区内の
状況は同じデータによると建物棟数72,285棟のうち、約7割の51,464棟が木造建築である
ことが確認され、容易に倒壊や火災による被害、また、中心地から離れた密集住宅街による帰
宅困難者の発生が見込まれます。
それら避難する人は避難施設として公共の小・中学校へ避難することになり、その収容場所
は体育館もしくは教室となると見込まれます。当然のことながら、その間学校は休校となり、
中学生も物資運搬や避難者へ救済活動をボランティアで行うことが想定されます。実際に東日
本大震災において、各避難所では、地元中学生が中心となって支援物資の仕分け、飲料水や食
糧の提供等を行う大活躍を見せました。
現在、ボランティア活動の最中、余震による倒壊、落下物等から頭部を守るための防護用品
の配布や生徒達の防災対応を想定したマニュアルがなく、他区と比較するとやや遅れている状
況です。
また、集中豪雨やゲリラ豪雨などで河川が氾濫し、浸水による被害が近年増えております。
洪水予報河川に指定されている妙正寺川が校内を流れる明和中学校では、河川の氾濫による浸
水被害も懸念されます。
校内で被災した場合、避難のための移動時に落下物などから頭部を守るためのヘルメットを
全生徒と教職員分は常に備えておかなければなりません。いつ起きてもおかしくない災害に備
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えて、早急にヘルメットを配備し、地震等災害時の避難所としての対策だけでなく、学校が被
災した場合の生徒・教職員の安全を確保していただくよう強く要望します。また、ヘルメット
の形状にかかわらず、保管場所としてかなりの収納スペースを確保せねばならないことや非常
時に生徒たちがヘルメットを取り出すために一斉に収納場所に集まってしまっては、素早くヘ
ルメットを装着することは困難です。そのため、それぞれの生徒が身近に自分のヘルメットを
収納しておけるように生徒一人一人の椅子の下にヘルメットを保管するためのネット等を設置
していただけるよう、合わせて強く要望します。

◇特に防災に関しては、管轄・所管の分け隔てなく、教育部門と防災部門で定期的に意見交
換と施設状況等の実態を相互に把握すること。

◇特に区立中学校の全生徒と教職員が、ボランティア活動や被災した場合の避難時に余震等
による建物や塀の倒壊、落下物等から頭部を守るためのヘルメットを早急に配備すること。
また、生徒の椅子の下にヘルメットを保管するためのネット等を設置すること。

◇中学生のボランティア活動を安全確保した上で運営できるよう、活動基準および危険な業
務で避けるべき業務内容等を定めたマニュアルを早急に整備すること。

◇災害による停電時に各校体育館のエアコンや扇風機、連絡用通信端末等を稼働できるよう
発電機が配備されておりますが、非常時に発電機を稼働させる燃料の確保が困難な場合も
想定されます。また、発電機では排ガスの充満による被害等も予想されます。早急に体育
館用と避難場所が各教室に及んだ場合の教室用に必要な電力を供給できるだけの蓄電池
を配備すること。

※既に明和中学校では全生徒と全教職員のヘルメットが配備され、避難訓練も実施済み。

避難訓練の様子（カラーで一目瞭然） 収納状態（各自の椅子の下）
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〔２〕各校優先要望
＜第二中学校＞給食施設・設備の環境整備について 
本校の給食施設・設備は大変古く、老朽化した施設・設備の中で給食調理業務を行っています。
配膳された白米の中に米粒大の炭化した異物が混入していたことがあり、炊飯器に付着した炭
化した澱粉が剥がれ落ちたものだと推測されます。定期的に調理業者が清掃していますが、おい
しくて安全な給食提供のためにも早急な給食施設・設備の改善を強く要望します。

米粒の中に炭化した異物が混入

＜第五中学校＞ドリームルームの非常階段の改修について
ドリームルームの非常用外階段は経年劣化等により、床面が全体にさびついてきております。
特に踊り場部分のさびがひどく、このまま放っておけば、やがて穴が開くことは確実です。非常
用階段はその名のとおり、非常時に使用するものですので、地震や火災が起こった場合、生徒や
先生が非常階段を利用すれば、床に穴が開き、そこから転落するなどの二次災害が懸念されます。
ついこの間も八王子のアパートで外階段の床に穴が開き、居住者が落ちて死亡する事故が起き
たばかりです。至急、外階段を改修もしくは作り直すなどの対策が必要です。ドリームルームの
非常用外階段の腐食問題を改善していただけますよう、強く要望します。

＜第七中学校＞校庭その他の照明設備設置について
日没の早い冬季等、部活動や生徒会活動後の生徒帰宅時に校庭を通る際、照明設備の照度不足
により、足元が暗く転倒しけがをするおそれがある。また、災害時に夜間の活動の照明としても
非常に有用です。安心・安全という観点から、高照度照明器具の早期取り付けを強く要望します。

令和３年５月１８日

中野区立第二中学校保護者 様

中野区教育委員会事務局

学校教育課長 松原 弘宜

中野区立第二中学校長 松田 芳明

５月１７日の給食における炭化物の混入ついて（報告）

本日の給食メニューである３年Ｂ組の生徒に配膳した『白米』に、米粒大の炭のよう

なものが一つ混入しているのを発見しました。

このことについて、栄養士と調理委託業者の作業工程について確認のうえ、原因を調

査しましたところ、炊飯器に付着した、炭化したデンプンであると推定されます。構造

上、ご飯を炊くたびに、奥の方に付着してしまったものが、時々、剥がれ落ちてしまうと

推測されます。

つきましては、今後も、安全で安心な給食を提供できるよう、努めてまいります。こ

の度は、大変申し訳ございませんでした。

記

１ 発見された異物

左写真のとおり、米粒の中に、炭化した異物が混

入していた。

おそらくは、炊飯器（ガス台）上部から、炭が落

ち、釜の蓋に付着し、釜を移動させ配膳容器にご

飯を移す際、混入してしまったと推測されます。

２ 炊飯器の構造について

炊飯釜を入れる炊飯器（ガス台）の上部に、沸騰した際に、のり状になったデンプン

が付着し、やがてそれらが炭化するようになっている。それらの清掃等は、定期的に調

理業者が行っている。

３ 施設・設備のメンテナンスについて

本校の施設・設備は大変古く、老朽化した施設・設備の中で、給食調理業務を行って

いる。調理室や機器の一般的な清掃は、調理業者が行うこととなっている特別な対応を

要する設備のメンテナンスについては、今後、学校教育課にて検討していく。
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＜北中野中学校＞体育館横の扉のかけ替え
扉が間口と合っておらず、常に大きく隙間が開いており、毎日砂塵が舞い込み、常に雑巾がけ
をしないと使用可能な状態にならず、生徒たちに大きく負担がかかっています。砂により体育館
の傷みも進むことから、早急な修繕対応を強く要望します。

＜緑野中学校＞校庭への照明設置について
本校の校庭（グラウンド）は、区内9校の中で唯一校舎と離れた場所に位置しております。そ
のため、校舎内の職員室からでは直接的な安全監視ができない構造となっており、また、自動車・
自転車等の交通量は比較的少ないものの、移動の際には道路を横断しなければなりません。横断
歩道付近に街灯はあるものの、日没後の視認がしづらく、部活動後の移動においては、教職員に
より生徒の安全確保を行っておりますが、一抹の不安があります。
さらには、特に冬の時期は日没も早いため、隣接する緑野小学校のキッズプラザ施設を利用す
る児童の安全確保も必要となります。そのため、生徒・児童の安全確保と教職員の負担軽減のた
めにも、横断歩道付近及び校庭内外を照らす照明器具の設置をしていただくよう強く要望しま
す。

校舎と校庭(グラウンド)の横断歩道 緑野小学校キッズプラザ付近
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＜南中野中学校＞オンライン授業用の機材の充実について
新型コロナウイルス感染症による社会的影響を鑑み、オンライン授業をさらに推進するため

に各種機器の充実を図る必要があります。オンライン授業時に、板書の字が見えなかったり、教
員の音声が聞き取りにくい等の問題が発生しています。区内の全校的な問題として、高性能な撮
影機材やマイク等のオーディオ機器の設置を強く要望します。

オンライン授業で撮影に用いられる機材例

＜中野中学校＞感染対策、雨漏り修繕
感染対策・コロナについては変異種が多発し、感染のメカニズムはエアロゾル感染も強く疑わ
れており、現行のマスク着用、濃厚接触者の定義等だけでは感染拡大を防げないおそれがありま
す。陽性者が学校内で発生した場合は、大規模なＰＣＲ検査を行って、的を絞った有効かつ学校
活動を必要以上に妨げない実効性のある対策を中野区独自で取るように要望します。
また、コロナ対策として充分な換気を行うために、体育館、剣道場、廊下などに設置が可能な
可動式大型扇風機の購入を強く要望します。
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＜中野東中学校＞新校舎各所（屋上プール、校庭外周など）への遮熱・目隠しネットの
設置

新校舎各所（屋上プール、校庭外周など）への遮熱・目隠しネットの設置および雨漏り対策とし
ての屋上コーティングの確認
校舎外周…新校舎のため植栽がまだ成長しておらず、外周に面した道路から校庭の様子が丸見
えになり、心ない人物による盗撮などの危険性などがあるため。中野中学校のように、開校前に
目隠しされた状態にしていただくことを強く要望します。

屋上プール…近隣の高層ビルからプールが見えてしまうこと、また、5Fと区立中学でも最高
層にプールが設置されているにもかかわらず、避暑・遮熱目的の庇がプール周辺しか覆ってお
らず、熱中症リスクが高いため、両方の要件を満たすネットを設置していただくことを強く要
望します。

屋上コーティングの確認…中野中新校舎での雨漏り発生時案を踏まえて、屋上コーティング加
工の状態確認を強く要望します。
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＜明和中学校＞妙正寺川沿いへの感応型ライトの設置について
本校は区内の中学校で唯一、校内施設の中を妙正寺川が通り抜ける構造となっております。川
の流れや緑に囲まれ自然を感じる校風ですが、相反して、この川が夕方には死角となり、水量の
少ない冬場の時期は、川に沿って校舎へ容易に立ち入ることが可能な状況です。
過去には、実際に校舎内の橋の下の側面へ当校生徒を中傷する落書きがあったり、また、夏の
深夜にグラウンド内に忍び込み、さらにはプールで泳いでいる不法侵入者の通報も近隣からあ
りました。
そのような状況下、早々に防犯カメラを設置していただき心より感謝申し上げます。生徒たち
の安心・安全の確保のため、さらには、再編し、生徒も教職員も増えた中、しっかりとした防犯
体制を確立しなければならず、妙正寺川に向けた感応型ライトの設置も必要でありますので、早
期に設置していただくよう引き続き強く要望します。

必要な箇所にライトの設置を！

（校内を流れる妙正寺川）

〔３〕教育環境について
１．教育の機会の提供（特別支援教育と不登校の子どもへの教育の保証）について
中野区は都内でも早くから障がい者に対する特別支援教育に注力し、昭和28年に桃園小学校
へ最初の特殊学級を設置し、平成19年に特別支援教育が学校教育法の中に位置づけられてから
も、障がいのある生徒の自立と社会参加を更に支援するため、学校現場の力をかりながら、生徒
一人ひとりの教育的ニーズを把握することに努めていただいてまいりました。結果、全区立中学
校９校に特別支援教室が設置され、中野中学校を教育推進拠点として、各学校へ３名の専門教員
を巡回させる等の制度が始まったことで、生徒の異動の負担がなくなり大変好評だと聞いてお
ります。ありがとうございました。
このような取り組みは、中学校において適切な指導と必要な支援を受けた生徒が、生活や学習
上の困難を一つずつ改善・克服し、中学校を巣立っていく姿に接するたびに、私たちはこの施策
の必要性と重要性を実感します。
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今後も、障がいの有無にかかわらず、個々の多様性のある個性と認め、互いに尊重し合いなが
ら暮らしていける真の「共生社会」を実現するためにも、これまで培ってきた経験等をベースに、
中学校における特別支援教育のさらなる充実を図ることが必要と考えます。
一方で、不登校の子どもに対する教育の機会の提供に新たな可能性を感じる事例がありまし

た。憲法26条第１項をはじめ、教育基本法第３条、第４条や学校教育法などの諸規定により、
教育の機会均等は行政に求められているところですが、これまでは、まず子どもが学校に登校し
てくれなければ授業の提供はできないため、まず登校を促すことが前提となり、課題を自宅に届
ける程度が学校として提供できる教育の限界でした。しかし、ＧＩＧＡスクール構想の推進によ
って、これまで不登校であった子どもがオンライン授業であれば参加できたという事例が何件
もありました。不登校となる原因は様々で、昨今では中学生がヤングケアラーとなっている等の
問題も認知されてきております。既にｉＰａｄが全生徒に配布され、通信環境の問題をポケット
Ｗｉ-Ｆｉの貸与等でクリアできれば、生徒・児童が在宅でありながらも、体育等を除く大部分
の授業を受講できる現状にあります。授業映像の提供ということだけであれば、教育委員会を中
心に各教科の授業を映像化し、適宜配信する方法も考えられます。
憲法をはじめとする関連諸規定の立法趣旨に鑑み、また、私たちＰＴＡや学校の教職員、教育
委員会をはじめとする中野区の子どもたちのことを思う全ての大人の心情として、何らかの理
由によって登校できない子どもたちのためにオンライン授業を提供し、教育の機会を提供して
いくことは、実現していかなければならない最低限の課題になったと考えています。
よって、以下について強く要望します。

◇障がいと特別支援教育に関する正しい理解の促進に向け、生徒・保護者・教職員のために、
より充実させた啓発資材の作成・広報・啓発活動を継続すること。

◇障がいのある生徒への支援は教育部門と福祉部門の連携が不可欠であるため、今後も両部
門の連携内容と活動内容の情報の共有を継続すること。また、すこやか福祉センターと連
携し、教育部門、福祉部門及び就労支援部門等の相談窓口や担当職員を一元化する等、利
用者にとって分かりやすい、信頼しやすい制度とすること。

◇様々な事情があって登校することができない区内の全ての子どもたちのために、オンライ
ン授業を利用することによって教育の機会を提供すること。通信環境に問題があれば、ポ
ケットＷｉ-Ｆｉ等を貸与すること。

◇不登校の子どもに対して「教育の機会の提供」をする方法について各学校と検討すること。 

２．教育現場での人材確保・育成について
（１）プール補助員・学校図書館指導員・任期付短時間勤務職員について
安全確保のため、中野区の指導により中学校のプールの授業において監視員を3人配置するよ
う設けられた体制は、各校の鋭意努力により、おおむね徹底してきたと見受けられます。プール
の授業では、生徒が溺れたり、飛び込みなどによる重大事故の危険が伴うため、こうした安全配
慮は保護者として非常にありがたい措置ではありますが、男女を分けて行うことが必須とされ
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る中学のプールの授業を考えると、校内の教職員をそれぞれ３名ずつ常時配置するというのは、
各教員が抱えている仕事量や人材不足と言われている中で各教職員の負担も大きいと思われま
す。そのため、平成30年からプール補助員を全校に配置していただき、生徒の安全と教職員の
負担軽減が図られておりますことに感謝申し上げます。
昨年度は新型コロナウイルスの影響で水泳の授業がありませんでしたが、今年度は各校が外

部からプール補助員を要請するための予算が足りていないとの声も聞かれます。外部からの補
助員を募らなければ監視員の人数が足りず、生徒の安全が脅かされることも危惧されますので、
各校で必要とするプール補助員の人材確保と予算は不足のないように確保していただきたいと
考えております。また、プールの授業においては、特に女子生徒の場合、様々なトラブルも懸念
されますので、教師も含めプール補助員については、トラブルを未然に防ぐために指導を徹底し
ていただきたいと考えます。
また、中野区では図書館指導員を早くから制度化しており、学校図書館図書標準についても高
い達成率を確保していただいております。
昨年度より統合図書館システムの運用により、各学校間での蔵書の相互利用や区立図書館、地
域開放型学校図書館の蔵書の検索や閲覧・貸出が可能となりました。
第３次教育ビジョン及び中野区子ども読書活動推進計画では、調べ学習の幅が広がり、より一
層読書習慣を充実させることを記しておりますが、生徒と対面して教育活動に携わる学校図書
館指導員は、調べる楽しみや知る喜びを生徒たちに教え導くとともに、成長過程にある中学生の
情操を養う役割として欠かせません。
中野区では、教育へのサービス面で調べ学習の支援をうたっておりますが、それには図書館指
導員のしっかりとしたレファレンスサービスが求められます。
平成30年の「中野区子ども文教委員会」の資料には「学校図書館指導員の業務時間の拡充に
より、児童・生徒及び教職員へのきめ細やかな対応が可能となり、調べ学習の援助やレファレン
ス対応の充実が図られる。」と報告されております。
しかしながら、現在の中野区の図書館指導員の勤務時間は一日４時間となっております。これ
では、勤務時間のほとんどが図書の整理に取られ、レファレンスサービスに時間を割くことは困
難であると言わざるを得ません。
また、図書館指導員の資質も、人により格差があると問題視されております。
そのため、各校の図書館指導員の資質・能力向上のための研修の実施及び勤務時間の延長を図
るなどの対策を求めます。
さらに教育活動の充実を図るため、「任期付短時間勤務職員」を「教員」として各校に配置す
る措置の延長を強く求めます。また、「会計年度任用職員」の制度が本年度より本格的に開始し
たほか、「学校サポーター登録制度」など、区独自の措置にも取り組んでいただいていますが、
制度運用上の課題も多いことや、子どもたちを安心して任せることができる人材を確保するた
めの施策については、さらなる検討を依頼します。
こうした補助的人員配置のお願いを改めていたしますのは、中学校の７割の教員の週当たり

の在校時間が60時間超であるという長時間労働の実態は、今なお大きな改善には至っておらず、
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学校における働き方改革推進を目指したものです。特に「任期付短時間勤務職員」は、今では学
校になくてはならない存在であり、精力的に子どもたちの指導に当たっていただいていますが、
臨時職員としての補助的業務ではなく、正規職員の教諭として他の教員との連携強化に加え、学
習指導の方法や教材の作成を工夫する等、より広い範囲で学校を支える人員として働けるよう
になることを期しております。加えて、制度導入が終着点ではなく、子どもたちのため、学校の
教育活動が将来的に有機的に行われているか、確固とした検証を行っていただきたいと考えて
おります。 
 より良い教育環境の整備は、国の方針によるところもありますが、子どもたちの安心・安全の
確保と教職員の負担軽減のために、中野区として確実な対応をしていただきたいため、以下を強
く要望します。 
 
◇生徒の安心安全確保を眼目とし、各中学校に十分なプール補助員を今後も継続して配置す
ること。また、プール補助員への教育・指導を徹底すること。 

◇各校に配置していただいている学校図書館指導員の格差是正のための研修の実施。また、
勤務時間の延長等の対策で質の高いレファレンスサービスを区内全校の生徒全てが受け
られる体制を構築すること。 
◇任期付短時間勤務職員制度の継続、勤務日数や取り扱い業務の拡大に加え、会計年度任用職
員の募集拡大を図ること。また、学校サポーター登録制度における登録者の信頼性の担保に
ついて検証すること。 

◇教職員の労働環境の改善の為、学校サポーター登録制度等を活用し、教育現場の人材確保を
行うこと。 

 
（２）教育相談窓口の充実について 
 現在の子どもが抱える心の病は、多感な思春期の経験が引き起こすものはもちろんのこと、家
庭の貧困やネグレクトといった家庭環境に起因することや、ＳＮＳ等を介した目に見えない家
庭外からのいじめ、いまだに終息の見えないコロナ禍による心身的ストレス、あるいはそれらが
複合化した場合など、多様化しております。 
 上記の事柄を子どもたちが外部の人間に相談することは容易なことではありません。人知れず
個々の悩みを抱え続け、最終的に自ら命を絶つという最悪の結果をも招きかねません。 
 本来であれば、我が子を守り健全に育てることが親の責務ではありますが、大人もまた会社内
での人間関係のトラブル、失職や収入の減少による将来への不安などの理由から、同様に心の病
を抱えている人が少なくないのも実情です。教育を等しく受ける権利は憲法によって保障され
ている以上、ＰＴＡとして、保護者と教職員が協力して子どもたちを支えることは最も大事なこ
とではありますが、一家庭に対して関与することにはおのずと限界があります。そのため、子ど
もたちの心と命、さらに子育てに悩む保護者のためにも第三者による心の受け皿となる環境の
さらなる拡充といつでも相談できる環境整備を強く望みます。 
 平成29年度には、要望し続けてまいりましたスクールソーシャルワーカーや、令和元年度に
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は学校サポーターの拡充が図られるなど、進捗が見えたことは大変感謝しておりますが、家庭環
境に起因するものや不安・無気力などの心的要因による不登校については、学校側からの支援だ
けでは賄い切れないことも判明しております。そのため中野区では、教育支援室「フリーステッ
プルーム」とその分室を北部（野方図書館３階）と南部（南部すこやか福祉センター）に開設し
て、小集団での活動や行事で個々の学力や人とのコミュニケーション能力の向上と、カウンセラ
ーによる心のケアを通して不登校生徒の復学と社会的自立を支援してくれています。しかしな
がら、当該生徒はあくまでも在籍校の生徒であり、フリーステップスクールに通級するには在籍
校からの申し込みが必要です。ただでさえ慢性的な人員不足にある学校では、様々な事案に追わ
れ、保護者からの要望に応え切れず、申し込みが遅れるケースも懸念されます。一般的に不登校
期間が長くなるほど、復学できるようになるまでには時間がかかると言われています。そのため、
不登校の兆候が見られた場合、早い段階での対応ができるように保護者・学校・行政の一層の連
携が求められます。
近年、子どもを取り巻く環境が大きく変わっております。子どもたちの心のサインを見逃さず、
早期発見及び早期対応を図ることが大切であり、学校・家庭・地域が一体となって未然防止に取
り組む必要があります。そのためには、地域社会と協同し、学校内外で子どもが多くの大人と接
する機会を増やすことが重要で、親でも教師でもない第三者と子どもとの新しい関係＝「ナナメ
の関係」をつくることが大切であります。子どもも保護者も安心して、ほんのささいなことでも
本音が出せる「ナナメの関係」を構築するためには、まず中野区による関係各所への積極的な関
与が必要であると考えますので、以下を強く要望します。

◇子ども・保護者が困ったときに、いつでも電話相談できる「中野区立教育センター教育相
談室」、「こども１１０番」をフリーダイヤルにすること。また、問題の芽を早い段階で摘
み取るために、中野区ＳＮＳ相談窓口「ＳＴＯＰ ｉｔ」のアプリケーションを中野区内
全中学生に貸与されたタブレットにインストールすること。

◇安心して子どもたちや保護者が相談と信頼のできる相談員の確保と育成を引き続き図る
こと。

◇学校が人員確保に当たると同時に、区として人材情報の蓄積、共有、人材の発掘、育成の
ための取り組み（スクールカウンセラー・心の相談員連絡会等）に関して、詳細な報告を
すること。

◇「子ども家庭支援センター」・「教育センター」・「すこやか福祉センター」・「学校」の連携
を強化し、福祉と教育の両面から支える具体的な仕組みをつくり、これを保護者・生徒に
周知すること。

◇「フリーステップスクール」の見学・申し込みを学校と相談の上、保護者からもできるよ
うに改善すること。

（３）部活動における外部指導員・部活動指導員の活用について
平成29年３月に改訂された学習指導要領において、「教育課程外の学校教育活動と教育課程の
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関連が図られるように留意するものとする。特に、生徒の自主的、自発的な参加により行われる
部活動については、スポーツや文化、科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵
養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものであり、学校教育の一環として、教育課
程との関連が図られるよう留意すること。その際、学校や地域の実態に応じ、地域の人々の協力、
社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行い、持続可能
な運営体制が整えられるようにするものとする。」とあります。 
 部活動は、この時期にこそ学ぶべき真剣勝負や団結力、集団行動を通じて協調性、健全な心身
や良好な人間関係などを得るための大切な教育の場であり、生徒自身が活動を通して自己肯定
感を高めたりするなど、その教育的意義が高いことも指摘されています。さらに、クラブチーム
等の外部団体とは違い、学校内で日常的に行っていることによる身近な環境で容易に活動に参
加できるというメリットもあり、生徒たちには授業だけでは得られない多様な経験をする場、ま
た、居場所としての機能も備えていると考えます。 
 部活動に参加する生徒、保護者の求める技術力の向上や部活動の活性化に対し、多忙な顧問の
先生だけでは応えられない場面も想定され、専門的な指導力を持った外部指導員・部活動指導員
の活用は大いになされるべきであり、「中野区立学校における働き方改革推進プラン」において
もその方向性は一致しています。しかしながら、指導要領の改訂以前より学校では指導者として
の適性を持ち、かつ限られた予算内で協力を得られる人材を確保することが難しい状況であり
ます。区内では学校支援ボランティア制度も確立し、スポーツコミュニティプラザにおいてもス
ポーツ支援の人材育成を進めていますが、学校現場においては実用的ではないため効果的に利
用されていないのが現状と言えます。 
 子どもたちの多様性に対応できるような、地域や各学校との連携・コミュニケーション向上、
人材配置を考える必要があると考えます。 
 具体的には、小学生が通う地域に根差した各種スポーツクラブ（サッカー、野球、バスケット
ボール、バレーボール、卓球、剣友会（剣道））等とより積極的に交流を図り、その指導者の方
たちから外部指導員・部活動指導員の発掘・養成を行うことによって、教職員の負担軽減はもち
ろん、地域に開かれた学校づくりの端緒となることが期待されます。さらには、小学生時代から
関わっている指導者が中学の部活動の指導をしていることにより、中１ギャップのストレスを
軽減する一助となると考えられます。また、地域に根差した外部指導員・部活動指導員の方がい
れば、教職員の異動によって部活動が廃部となる悲しい経験を生徒たちにさせることもなくな
ると考えます。課題として、部活動が学校教育の一環であることや危機管理、服務規程等を十分
に理解してもらう必要があり、また部活動を私物化する可能性も否定できません。その防止策と
して、教育委員会が定期的に複数回「運動部活動での指導のガイドライン」等を研修する必要が
あると考えます。部活動指導員については、東京都教育委員会の「運動部活動の在り方に関する
方針」においても、「市区町村教育委員会は、各学校の生徒や教師の数、部活動指導員の配置状
況や校務分担実態等を踏まえ、部活動指導員を積極的に任用し、学校に配置する。」と定められ、
教育委員会が中心となって積極的に登用を進めることや、定期的な研修を行うこと、地域と連携
するよう求められています。 
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学校はこれまでと同様に教職員による顧問の位置づけを維持しつつ、働き方改革を推進する
ために教職員の意識改革を進め、外部指導員・部活動指導員が不足等している状況の改善のため
に地域のスポーツクラブとの交流を図り指導者を発掘し、恒常的に部活動を充実・継続させるよ
う取り組むことが求められています。
そのためにも行政が具体的なビジョンを提示し、現場の実態調査を行い、教職員が利用しやす
い外部指導員・部活動指導員の登用システムの構築や研修制度を確立することで、積極的に支援
し、この制度を推進していく姿勢を明確に示していただくよう、以下を強く要望します。

◇外部指導員・部活動指導員の補填と充実のために、各クラブにつき、少なくとも１人は依
頼できるよう予算の拡充を図ること。

◇スポーツコミュニティプラザ等での外部指導員・部活動指導員発掘育成を行い、各学校の
部活動にリンクした人材育成と、受け入れ側の学校・教職員が利用しやすい人材情報を共
有できるシステムの構築を図ること。また、その際は研修制度を確立し、学校及び生徒に
不利益が生じないよう十分な対策を講じること。

◇地域に根差したスポーツクラブ（スポーツコミュニティプラザのクラブを除く）との交流
を図り、外部指導員・部活動指導員を発掘・育成し、部活動を充実・継続させるだけでな
く、地域に開かれた学校づくりを目指すこと。

◇教育委員会として働き方改革を進めるために、外部指導員・部活動指導員を積極的に利用
するよう意識改革を進めること。また、休校日における部活動の指導を外部指導員・部活
動指導員のみで行える体制を構築するなど、行政が具体的なビジョンを提示すること。

３．学校再編について
中野区立中学校の再編については、「中野区立小中学校再編計画」（平成17年10月策定）及
び「中野区立小中学校再編計画（第２次）」（平成25年３月策定。以下「第２次再編計画」と言
う。）に基づき進められ、平成20年度の緑野中学校の開校から始まり、ついに最後の第四中学
校と第八中学校の再編も、本年度の「中野区立明和中学校」の開校で、ソフト面は終了しました。
また、ハード面においては、第２次再編計画及び「中野区立小中学校設備整備計画」（平成26
年10月策定）に基づく中野東中学校の新校舎移転は本年９月に決定しており、残すは明和中学
校の新校舎建設のみとなりました。
しかし、その明和中学校新校舎建設設備整備計画は、令和５年度建築完了予定であったにもか
かわらず、移転先（美鳩小学校旧校舎）の擁壁構造調査による安全性不足や周辺都住宅施設の工
事計画の交通状況を踏まえ、建築計画が令和７年度以降に延期されることになっています。
再編、移転等は、一日の大半を学校で過ごす子どもたちと学校関係者のための教育環境の場で
もあり、通学を含めた教育設備の充実は、未来の中野区を支える人員の育成の基盤にもなります。
また、学校は地域住民のシンボルであり、災害・緊急事態の有事においては避難設備としての拠
点となりますので、「建築計画が令和７年度以降」とのあいまいな表現ではなく、現在の生徒の
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通学時間の格差を早期に解消するためにも、期限を厳守していただきたく、中学校ＰＴＡ連合会
より以下を強く要望します。
最後に、小学校の再編計画も大詰めを迎えておりますが、今年度第一次再編より10年を迎え
る平和の森小学校の新校舎建設は未だ実現されておりません。
同小学校の新校舎完成をもって、中野区における小中学校の再編計画の終了となりますので、
一日も早い建設をしていただくよう併せて強く要望します。

◇新校舎への移転延期にかかわらず、明和中学校の現校舎（旧第四中学校）が、生徒によっ
ては母校となるため、そこに集う生徒が充実した学習環境になるよう、現設備の実査点検
及び修繕を期限内に確実に実施すること。

◇新校舎の建設に当たっては、地域環境・社会環境の変化に対応した設計を行い、音楽室や
体育館の防音化、プールにおける外部からの目線への配慮などの対策を図ること。また、
ＩＣTの高機能化に伴う発展の余地を考慮した施設仕様となるよう十分な検討を行うこ
と。

◇新校舎には、教職員の働き方改革を推進し、もって子どもたちの教育内容の充実にも資す
るよう、教職員用の更衣室及び休憩室を確保すること。

◇新築する校舎、体育館、武道場、図書館及び会議室等の完全冷暖房化を図ること。
◇９月移転予定の中野東中学校新校舎においては、移転後に起きる不具合や要望には十分配
慮し、対応すること。

◇平和の森小学校の新校舎建設へ着手し、一日も早く完成させ、同小学校の劣悪な教育環境
を是正すること。

４．環境整備について
平成29年度より「環境整備」という大枠で各種事項やその他につきまして要望をいたしてお
ります。
昨年来、新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ－19）の世界的大流行により、世界中の子どもた
ちが学校に通えない事態となり、中野区でも約２か月休校となりました。
再三にわたる緊急事態宣言の発出や、国民一人ひとりの感染予防の努力にもかかわらず、１年
半に及ぶ世界的流行は、新たな変異株の出現が続くなど、いまだ収束の気配を見せておりません。 
ここに来て日本国民全体へのワクチン接種は広がりを見せており、今秋にも希望者全員への

接種を完了するとの政府方針も示されてきました。とはいえ、マスク着用、３密回避、こまめな
消毒など、感染対策が必要な日常生活に当面変わりはなく、そのことは子どもたちの教育環境に
も数々の影響を及ぼし続けております。
2019年12月にまとめられた「ＧＩＧＡスクール構想」においては、当初５か年計画とされた
スケジュールが、新型コロナの影響で2020年度中に前倒しされ、2021年4月からは中野区内小
中学校全校において、全生徒にｉＰａｄが無償貸与され、公立小中学校における教育環境は一気
に新時代を迎えました。
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ただ、ハード面での環境変化は当然、ソフト面での変化をもたらし、それを準備する教員の働
き方へも影響を及ぼしてまいります。
2019年３月の「中野区立学校における働き方改革推進プラン」において、「中学校教員の約
50％、小学校教員の約40％が在校時間週60時間以上（時間外労働80時間／月に相当）」という
実態が示されましたが、現下の状況から鑑みるに、この数字が改善されていないであろうことは
想像に難くありません。教員の働き方改革を進展させることは、教育の質を向上させることにつ
ながり、その恩恵は、当然子どもたちが享受するものとなります。教員の働き方改革に資する環
境整備への格別な配慮を強く要望します。
また、子どもたちにおきましては、昨年来、学校内外行事の中止・変更・縮小など、数々の制
約の憂き目に遭ってきております。感染対策の徹底を図った上で、徐々に各種活動への制限は緩
和されつつありますが、各校判断の「自助努力」に頼った側面があることは否めません。リスク
を避けることも大切ですが、子どもたちの人生において、二度とない中学校生活を充実したもの
とするための支援を、私たち大人ができる限り行うことも、今、求められていることではないで
しょうか。各種活動を行いやすくするための、格別の支援も強く要望します。
統一要望及び各校からの要望は、生徒の安全・安心を最優先に考え提出させていただいており、
教育委員会におかれましては、そうした私どもの意を酌んでいただき、迅速に対応していただい
ておりますが、長年にわたり解決・改善されていない要望や学校再編などの現在進行形の事案も
ございます。
強調するならば、学校再編の過程において、新校舎が整備された学校（中野中、中野東中）、

令和12年までに整備が計画されている学校（明和中、第七中、第二中、北中野中）および、令和
13年以降に整備が計画されている学校（第五中、緑野中、南中野中）との「施設の環境格差」と
もいうべき状態は、同じ中野区立中学として、目に余るものがあり、言うまでもなく「格差によ
る不利益」は、通学する子どもたちが被ることとなります。重ねて強く要望します。
限られた教育予算であるからこそ我々も真剣に考え、精査した上で提出しておりますので、こ
れまで以上に本要望書に向き合っていただきたいと存じます。
各校の要望は、第一に生徒の安全のためを眼目に提出されております。なおかつ、それらには
直接関係ないように思われる要望事に関しても、中Ｐ連では学校生活には最低限必要であると
捉え、｢あったらいいね、という贅沢なものではなく、なくてはならない必要な事柄だけ｣として
おります。
生徒の学力向上や体力増進、文化芸術に対しての理解推進への対応はもとより、様々な困難・
課題を抱える生徒の問題解決のためには、中野区立中学校全体としての課題として捉え、さらに
次世代の学校運営のためにも、学校の活動目標や方針等についての共通認識を得た上で、近隣の
学校や社会教育施設、また、教育関係団体等の各種団体と連携するなど、様々なネットワークを
活用した指導体制の整備・充実を図る必要があると考えています。
何事にも影響される事なく、スケジュール通りに整備計画を進めていくよう重ねて強く要望し
ます。
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これらを行政、学校、保護者だけでなく、さらに大きな地域連携という枠組みで捉え、中野区
全体で子どもたちを育成していくシステムを区として明確に構築していただけるよう、以下を
強く要望します。

◇学校部活動（運動部・文化部）の設備、備品の充実のために、従前どおり必要な校割予算
の充実を図ること。加えて、新型コロナウイルス対策費用を別途盛り込むこと。（新型コ
ロナウイルス対策の一環として、バス利用予算を拡充し、校外学習などにおいてバスを活
用しやすくすること）

◇教員の働き方改革に資する各種機器やツール（多機能印刷機やテストの採点・集計のデジ
タル化）を積極的に導入活用できるように、十分な予算を割くこと。また、中野区の学校
情報配信システムを変更するに当たり、「双方向機能・資料添付機能・欠席連絡機能があ
り、送信場所の拡充が可能になるシステム」への変更を検討すること。

◇検討中の学校部活動の、区内公共施設、また教育環境施設と連携した利用ができるよう、
早急に明確な指針や基準の策定を図ること。

◇統合図書館システム運用に伴い、引き続きその運営委託に関する環境に対し十分な検証を
行い、生徒の読書及び学習環境の一層の充実を図ること。

◇学校に居場所や相談相手を見出せない生徒に対する適応指導教室の対象学年や、適正配置
を図っていただいたが、今後も状況に応じての柔軟な対応とソーシャルワーカー等の関係
各位と連携を密にして取り組むこと。

◇放課後や休日の生徒の居場所づくりを構築するために、当事者である生徒及び地域の声を
丹念に吸い上げ、それらを早急に実行に移すこと。
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中
学
校

No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

第
二
中

1
トイレの設備
改修について

R2年～
継続

西側(旧校舎)トイレの悪臭がひどく、目地やタイルに染み込んだ尿による
悪臭はどんなに掃除をしても取り去ることができない。排水管やトイレ
床面の目地、コンクリート部分壁のタイル等の改修を強く要望します。

2
理科室・被服
室の環境整備
について

R2年～
継続

理科室・被服室の実験用机と椅子が36名分しかなく、学級定員の40名
になっていない。また、実験をするには狭い状況なので早期の改善を強く
要望します。

3
図書準備室の
環境整備につ
いて

R2年～
継続

本校には、今まではなかなか手に入りにくい歴史書や百科辞典を図書準
備室に数多く保有していますが、図書準備室自体が手狭なため、既存の本
棚では収容し切れません。大切に管理し、整理するためにもスライド式の
本棚が必要ですので、早急に設置していただきますよう強く要望します。 

4
給食施設・設
備の環境整備
について

R３年
新規

本校の給食施設・設備は大変古く、老朽化した施設・設備の中で給食調理
業務を行っています。配膳された白米の中に米粒大の炭化した異物が混
入していたことがあり、炊飯器に付着した炭化した澱粉が剥がれ落ちた
ものだと推測されます。定期的に調理業者が清掃していますが、おいしく
て安全な給食提供のためにも早急な給食施設・設備の改善を強く要望し
ます。

第
五
中

1
雨漏り対策・
修繕について

Ｈ26年
～継続

雨漏り発生場所をその都度修繕しても、新たな雨漏りが別の場所で発生
するので根本的な修繕をしていただくよう強く要望します。

2
防災対策につ
いて

Ｈ28年
～継続

当校の防火シャッターは旧式のためストッパーがなく、大変危険である。
また校舎の廊下が経年劣化のため摩耗が著しく、滑りやすい。避難中にけ
がをすることは笑止千万です。万が一の場合に備えるため、早急な改善を
していただくよう強く要望します。

3

個人情報及び
重要書類を収
める金庫の防
災・防犯対策
について

R2年～
継続

２階の廊下に置かれた卒業生等の個人情報を収めた大金庫には地震対策
が施されていないため、地震発生時に生徒や先生が倒れてきた金庫に挟
まれる危険がある。早急に大金庫の転倒防止工事をしていただきたい。ま
た、頻繁に出し入れする重要書類は防犯上から、廊下ではなく校長室に保
管したほうが安全なので、校長室に小型の金庫を設置していただくよう
強く要望します。

4
多目的室のエ
アコン設置に
ついて

R2年～
継続

多目的室は、教職員及び生徒の使用頻度が高いだけでなく、ＰＴＡ活動や
保護者会などでも頻繁に使用します。熱中症対策も含め早急にエアコン
を設置していただくよう強く要望します。

〔４〕各校の要望事項について
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中
学
校

No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

第
五
中

5

手洗い場全蛇
口の水栓のレ
バー式化につ
いて

R３年
新規

五中の手洗い場は現在、石造りになっているため、ステンレスなどの材質
に改修予定です。せっかくの機会ですし、同時にコロナ対策等のため、つ
まみ式の水栓をレバー式に交換していただくよう強く要望します。

6

ドリームルー
ムの非常階段
の改修につい
て

R３年
新規

ドリームルームの非常用外階段は経年劣化等により、床面が全体にさび
ついてきております。特に踊り場部分のさびがひどく、このまま放ってお
けば、やがて穴が開くことは確実です。非常用階段はその名のとおり、非
常時に使用するものですので、地震や火災が起こった場合、生徒や先生が
非常階段を利用すれば、床に穴が開き、そこから転落するなどの二次災害
が懸念されます。ついこの間も八王子のアパートで外階段の床に穴が開
き、居住者が落ちて死亡する事故が起きたばかりです。至急、外階段を改
修もしくは作り直すなどの対策が必要です。ドリームルームの非常用外
階段の腐食問題を改善していただけますよう強く要望します。

第
七
中

1
校庭その他の
照明設備設置

R2年～
継続

日没の早い冬季等、部活動や生徒会活動後の生徒帰宅時に校庭を通る際、
照明設備の照度不足により、足元が暗く転倒しけがをするおそれがある。
また、災害時に夜間の活動の照明としても非常に有用です。安心・安全と
いう観点から、高照度照明器具の早期取り付けを強く要望します。

2

第一理科室、第
二理科室、第一
技術室、被覆
室、調理室、第
二技術室等、ク
ラス単位での
席数不足につ
いて

R３年
新規

特別教室の生徒席数が定数に満たしておらず、今年度、クラスによっては
生徒全員の席が確保できない状況であり、第二理科室においては席数が
32名となり、通常の学習机で代用しております。中野区全ての中学生に
同じ環境の前に、同じクラスの生徒間でも代用の席を使わざるを得ない
生徒がいる状況です。2026年までに小学校の児童定数を全学年35名定
員にするとのことですが、今のところ中学生の定員変更はなく、40名の
ままです。令和５年から始まる改築整備計画において十分に話し合いの
上、設計、改築整備を強く要望します。

北
中
野

1
体育館横の扉
を掛け替え

R３年
新規

扉が間口と合っておらず、常に大きく隙間が開いており、毎日砂塵が舞い
込み、常に雑巾がけをしないと使用可能な状態にならず、生徒たちに大き
く負担がかかっています。砂により体育館の傷みも進むことから、早急な
修繕対応を強く要望します。

2
体育館の照明
設備変更

R３年
新規

水銀灯のため、一度消灯すると点灯までに時間がかかってしまうことか
ら、生徒たちの部活動も事前の準備に手間がかかっているほか、外部講師
によるプレゼンなどをお願いする際にも対応に非常に苦慮しております
ので、早急な対応を強く要望します。
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中
学
校

No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

北
中
野
中

3
校庭照明設備
増設

R2年～
継続

照明の数が校庭の面積と比例しないために暗く、防犯面でも懸念があり
ます。また、冬場は日没が早く、部活動にも支障を来すことから、照明の
増設を強く要望します。

4
職員更衣室の
環境改善

R３年
新規

湿気が酷く、スーツやコートを掛けておくと、数日でカビてしまいます。
スチールロッカーにすらカビ、さびがひどく、教職員の健康被害も懸念さ
れます。環境改善に向けた対応を強く要望します。

5
生徒会室への
エアコン設置

R2年～
継続

特別教室を含め、エアコン設置を進めていただきありがとうございます。
しかしながら、生徒会室など、生徒が頻繁に利用する教室にはエアコンが
未整備のままとなっております。生徒たちの活動を健康面からも支援し
たく、設置を強く要望します。

6
プール横の樹
木伐採

R元年
～継続

プール脇の杉の木により、プールの水の中に葉や枝が常に入り込むため、
非常に不衛生で生徒たちの口の中にも入る危険性もあります。老木のた
め倒木する危険性もあり、早急な対処を強く要望します。

緑
野
中

1
校庭への照明
設置について

R元年
～継続

本校の校庭（グラウンド）は、区内９校の中で唯一校舎と離れた場所に位
置しております。そのため、校舎内の職員室からでは直接的な安全監視が
できない構造となっており、また、自動車・自転車等の交通量は比較的少
ないものの、移動の際には道路を横断しなければなりません。横断歩道付
近に街灯はあるものの、日没後の視認がしづらく、部活動後の移動におい
ては、教職員により生徒の安全確保を行っておりますが、一抹の不安があ
ります。さらには、特に冬の時期は日没も早いため、隣接する緑野小学校
のキッズプラザ施設を利用する児童の安全確保も必要となります。その
ため、生徒・児童の安全確保と教職員の負担軽減のためにも、横断歩道付
近及び校庭内外を照らす照明器具の設置をしていただくよう強く要望し
ます。
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中
学
校

No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

緑
野
中

2

準備室・生徒
会室へのエア
コン設置につ
いて

H30年
～継続

国語、英語、社会科などの授業で使用する教材の事前準備を準備室にて作
業を行っていますが、 準備室にエアコンがないため、夏場は熱中症のお
それもあり、とてもではありませんが作業できる環境ではありません。そ
のため、教材を職員室へ運び込み事前準備を行いますが、従前より職員室
には作業のための十分なスペースがなかったことに加え、生徒数増によ
る教職員増となり、普段の状況ですらスペースがない状態となっており
ます。もはやこれ以上のスペースを確保することは物理的に無理であり、
また、コロナ禍における密を回避できません。時短もさることながら、教
職員の心身を健康に保つことが働き方改革を進めるために重要でありま
す。より良い労働環境の創出によって、本来あるべき姿の「生徒と向き合
う時間と質」が確保できるものと考えます。また、生徒の代表である生徒
会の子どもらもエアコンのない生徒会室で会議や様々な作業を行ってお
ります。教職員並びに生徒が何の心配も負担もなく活動できるよう、準備
室と生徒会室へエアコンを設置して頂きますよう強く要望します。

3
校舎玄関等へ
の網戸設置に
ついて

R2年～
継続

マイクロを含む飛沫感染を防ぐためには、気候上可能な限り常時換気を
徹底することとしております。それは、広く天井の高い体育館であって
も、換気は必要とされ、エアコンを使用している教室でも、エアコンは単
に空気を循環しているだけであるため、外気を取り込む換気は必要とさ
れております。しかしながら、昆虫や害虫などの生物が息づく季節におい
ては、窓の開閉により教室内へ侵入することが常であります。学校の立地
条件や設置されている教室（特支）によって事情は異なりますが、虫の種
類によってはデング熱やアナフィラキシーショックを引き起こす可能性
もあります。特に基礎疾患のある生徒を多く抱える学校ではそもそもの
死活問題であると言えます。安心して外気を入れ込むためにも、必要とさ
れる各教室への網戸の設置が急務であると考えます。また、ほとんどの学
校では玄関や昇降口の扉を開けっ放しにし、少しでも多くの外気を取り
込む対策を講じておりますが、まさに昆虫や害虫の玄関口としても利用
されております。これまで網戸は各学校の判断の上、校割予算での設置と
なっておりましたが、今や必要不可欠なものとなっております。少ない投
資で最大限の効果がありますので、必要な箇所への網戸の設置を早急に
していただきますよう強く要望します。
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中
学
校

No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

緑
野
中

4

学校施設内で
のインターネ
ット環境の充
実

R３年
新規

コロナを契機として GIGA スクールの構築へ向けて中野区より各生徒へ
ｉＰａｄを貸与していただき、ICT 環境の整備が加速度的に進んでおり
ますが、他校からもインターネット環境の充実を求める声があるように、
ネット環境整備が遅れていることは否めません。車の両輪がなければ本
来の効果が期待できません。宝の持ち腐れにならないよう、令和３年度中
の早い段階で整備をしていただくよう強く要望します。また、校舎内での
充実はもちろんではありまますが、上述したとおり、本校の校庭（グラウ
ンド）は校舎本体と離れているため Wi-Fi が利用できない環境となって
おります。私どもとしては校庭も校舎内との認識でおります。立地条件を
しっかりと加味していただき、上記同様に早急に整備していただくよう
強く要望します。

5
地下体育館の
カビ対策につ
いて

R３年
新規

平成20年に誕生した本校は、校舎自体は再編時にリフォームしたため、
外壁や内装等はいまだにきれいな状態を保っておりますが、建物の築年
数は44年が経過しており、内部の経年劣化が進んでいることは否定でき
ません。数年前より地下体育館の更衣室とトイレよりカビ臭が発生し、更
衣室においては天井版にカビが認識できる状態となりました。そもそも
地下は空気の循環が悪く、水も溜まりやすいためカビが発生しやすい構
造でありますが、地下体育館の使用頻度は高く、特に部活動で使用する生
徒と保護者より健康被害が出る前に早急に対応していただくよう要望が
出ております。まず早期の対処療法はもちろんですが、今後、校舎の建て
替えは数十年先になると考えられますので、応急措置ではなく、抜本的な
防カビ工事を施すよう強く要望します。

南
中
野
中

1

オンライン授
業に伴うソフ
トウェアの充
実について

R３年
新規

iPad が配布されたが、予算の問題や制度のために、学校独自の判断で有
料アプリを導入することができていない。iPad を有効活用するためには、
優れた有料アプリやオンラインサービス等を導入することが必須だと考
えるので、有料アプリ導入のための予算化や制度変更によって教育環境
を充実できるよう強く要望します。
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No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

南
中
野
中

2
教員事務の効
率化について

R３年
新規

教員の「働き方改革」を推進するため、テストの採点を自動で行う「自動
採点システム」を導入していただき、勤務時間の短縮と効率化を行いた
い。また、多機能印刷機を導入することで業務の効率化を図るだけでな
く、子どもたちに理解しやすいプリントを配布できるよう強く要望しま
す。

3
教育相談室の
改修について

R2年～
継続

教育相談室の内装が暗いので、明るいイメージの相談室にして いただき
たい。また、子どもが居やすい環境となるよう、座り心地が良い椅子や机、
本等の備品を設置していただきたい。 また、プライバシーを確保し相談
しやすい雰囲気とするため、 壁や入口等の改修を強く要望します。

4
桜の老木の伐
採と植え替え
について

R2年～
継続

倒木のおそれのある桜の老木については伐採されたが、新しい 桜の植え
替え作業が進んでいない。卒業式や入学式におい ては、正門の近くには
桜の木が欠かせないので、植え替えて桜 の世代交代を計画的に進めるよ
う強く要望します。

5
タクシー券に
ついて

R３年
新規

当校で骨折等の病気・けががあった場合、東京都災害拠点病院に指定され
ている近隣の佼成病院へ搬送されることが多い。2014年に杉並区へ移転
してしまったが、依然として佼成病院を利用することは多い。学校と病院
の位置関係からアクセスが不便な状況にあり、体調不良やけがをした生
徒をバスや電車で帰宅させるのは困難な状況であるので、復路について
もタクシー券が使用できるよう強く要望します。

6
スクールロイ
ヤーの導入に
ついて

R３年
新規

学校現場で起きる様々な問題に対し、事件の未然防止や生徒指導への助
言などを担っていただくことで教職員の負担軽減にもなるので、スクー
ルロイヤー（もしくは顧問弁護士）の設置を強く要望します。

中
野
中

1 感染対策
R３年
新規

感染対策・コロナについては変異種が多発し、感染のメカニズムはエアロ
ゾル感染も強く疑われており、現行のマスク着用、濃厚接触者の定義等だ
けでは感染拡大を防げないおそれがあります。陽性者が学校内で発生し
た場合は、大規模なＰＣＲ検査を行って、的を絞った有効かつ学校活動を
必要以上に妨げない実効性のある対策を中野区独自で取るように要望し
ます。また、コロナ対策として充分な換気を行うために、体育館、剣道場、
廊下などに設置が可能な可動式大型扇風機の購入を要望します。

2 雨漏り修繕
R３年
新規

中央階段部に雨漏りが発生し、常時バケツ設置等で対応しています。早急
な修繕実施を強く要望します。
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No. 要望事項 新・継 要望箇所及びその理由

中
野
東
中

1

新校舎各所
（屋上プー
ル、校庭外周
など）への遮
熱・目隠しネ
ットの設置お
よび雨漏り対
策としての屋
上コーティン
グの確認

R３年
新規

【校舎外周】新校舎のため植栽がまだ成長しておらず、外周に面した道路
から校庭の様子が丸見えになり、心ない人物による盗撮などの危険性が
あるため。中野中学校のように、目隠しされた状態にしていただくことを
強く要望します。
【屋上プール】近隣の高層ビルからプールが見えてしまうこと、また、区
立中学の中でも最高層に当たる５階にプールが設置されているにもかか
わらず、避暑・遮熱目的のひさしがプール周辺しか覆っておらず、熱中症
リスクが高いため、両方の要件を満たすネット（農業用ネットなど）を設
置していただくことを強く要望します。屋上コーティングの確認…中野
中新校舎での雨漏り発生時案を踏まえて、屋上コーティング加工の状態
確認を強く要望します。

2

感染症対策の
一環としての
校舎全体への
抗菌加工の実
施

R３年
新規

中野東中新校舎は複合施設（子ども・若者支援センター、教育センター、
中野東図書館）であるため、不特定多数の人が出入りする施設となり、感
染症における集団感染が引き起こされる条件の一つである「不特定多数
の人が接触するおそれが高い場所」となる可能性があるため、予防策とし
て、新校舎含む複合施設全体への抗菌対策を強く要望します。対策をされ
る上では、安全かつ効果が実証されていて、効果が長持ちし、信頼性の高
い手段を強く要望します。

3
中学校での生
理用品の無料
配布

R３年
新規

コロナ禍で経済的に困窮するなどして生理用品を買えない人を支援しよ
うと区がNPOと組んで生理用品の無償での配布を行っているが、中野東
中をはじめとした区立中学校生徒を対象にした配布を優先的に行ってい
ただくことを強く要望します。

明
和
中

1

妙正寺川沿い
への感応型ラ
イトの設置に
ついて

R2年～
継続

本校は区内の中学校で唯一、校内施設の中を妙正寺川が通り抜ける構造
となっております。川の流れや緑に囲まれ自然を感じる校風ですが、相反
して、この川が夕方には死角となり、水量の少ない冬場の時期は、川に沿
って校舎へ容易に立ち入ることが可能な状況です。過去には、実際に校舎
内の橋の下の側面へ当校生徒を中傷する落書きがあったり、また、夏の深
夜にグラウンド内に忍び込み、さらにはプールで泳いでいる不法侵入者
の通報も近隣からありました。そのような状況下、早々に防犯カメラを設
置していただき心より感謝申し上げます。生徒たちの安心・安全の確保の
ため、さらには、再編し、生徒も教職員も増えた中、しっかりとした防犯
体制を確立しなければならず、妙正寺川に向けた感応型ライトの設置も
必要でありますので、早期に設置していただくよう引き続き強く要望し
ます。
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明
和
中

2
運動場ネット
の改修につい
て

R2年～
継続

運動場のネットの高さが足りなく、また所々破れているため、野球やサッ
カーの部活動の際に妙正寺川へボールが落ちてしまいます。物を大切に
扱うよう指導しているが、根本的な原因が解消されない限り、無意味なも
のとなります。サッカーでは自分のボールを使用することがあり、その生
徒のボールを拾いに誰かが川に降りるケースも想定されます。限りある
用具を大切に扱うことと自然環境の破壊防止の観点はもちろんではあり
ますが、何よりも身体・生命の危険を未然に防ぐために、早急に高さの延
長と修繕をしていただくよう強く要望します。

3
外灯の設置に
ついて

H22～
継続

校舎・校庭・体育館・正門の動線上に照明がなく、日没後の生徒の下校時、
夜間に学校を利用する地域の皆さんの事故やけがの防止対策も去ること
ながら、本校の校舎と校庭の間にある川沿いに不審者が現れております。
また、再編に伴い新たに学校を利用する生徒もおり、保護者の不安も募り
ます。学校を利用する児童や地域の方々の安全確保の観点からも必要箇
所に外灯を設置していただくよう強く要望します。

4
天井水漏れの
抜本修理につ
いて

R2年～
継続

図書室前の廊下の天井から水漏れがあり、調査の結果、天井を走る排水管
の劣化と推定されるが、水漏れ箇所が分からず修理ができていない。水漏
れが長引くと、廊下での転倒事故や腐食により天井板の落下が危惧され
ますので早期に抜本的な修理をしていただくよう強く要望します。

私たちの要望は、『あったらいいね』という贅沢なものではなく、 

なくてはならない必要な事柄だけです 
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令和３年度中野区立中学校ＰＴＡ連合会
役職 学校名 氏名

連合会長 緑野中学校 能登 祐克
副会長 第五中学校 矢木 一利
副会長 南中野中学校 望月 海主

第二中学校 瀧本 和江
第七中学校 奥澤 利夫
北中野中学校 福原 由紀恵
中野中学校 日向 篤
中野東中学校 鈴木 辰也
明和中学校 伊藤 良実

役職 経歴 氏名
相談役 H23連合副会長、H24、25

事務局H26～ 28顧問、
H29、R1相談役
緑野中学校元会長

廣瀬 千史

相談役 H25連合会長、H26～28、
31顧問
南中野中学校元会長

照屋 宏

顧問 R2連合会長
北中野中学校前会長

小鹿原 徳人

顧問 R1連合副会長
中野中学校元会長

高橋 万里子

顧問 第二中学校元会長 平 高行
事務局 第八中学校元会長 飯沼 直之
事務局 H30連合会長

北中野中学校元会長
小野 未央

事務局 H29連合副会長
第五中学校元会長

中嶋 裕之

会計監査 R2中野東中前会長 富永 美紀

【編集】改善要望書ワーキングチーム
チームリーダー 奥澤 利夫




